
　群馬県は災害が少なく自身も防災意識も薄く過ごしていましたが、昨今の災害状況を鑑みていざと
いう時や近隣への支援も考えて参加させていただきました。
　研修初日は、日本協会災害特別委員長が熊本の方ということもあり、熊本地震での支援活動、地
域の実情など生の声を聴くことができました。専門職の役割は通常時も非常時も同様であることを痛
感しました。２日目は、机上訓練に臨みました。複数の事例を用いて、限られた避難所や介護サービ
スの優先順位を検討しましたが、全ての班が同じ結果にはなりませんでした。またその後、各種団体
の動きを想定しての大震災発災直後〜1か月の支援シミュレーションでは、想定外の要請や対応が多
いことや定期的な訓練、支援経験の必要性を感じました。
　訓練を通じて感じたことは、当たり前ですが現地の専門職も被災者であり外部からの支援がないと
厳しいこと、トリアージなどの選択は外部支援者が行い、現地で今後の活動に支障が出ないようにす
ることでした。
　研修全体を通じて「防災・災害対策は究極のまちづくり」であるとも感じました。防災、災害の観
点からも地域包括ケアシステムで必要な自助、互助、共助、公助が重要で、日頃からの地域、専門職、
公的機関とのつながり・関わりが必要です。災害支援ケアマネジャーは、大規模災害時のケアマネジャー
等の支援協力だけでなく、各都道府県等の地区での災害対策研修等のコーディネートを行う役割とし
て担うべく、今期から養成研修が始まりました。この活動はケアマネジャー同士の互助活動にもつな
がり、職能団体として防災等も含め「まちづくり」として地域で何ができるか明確にし、日々の活動を
していく必要があると改めて感じました。

発行：一般社団法人 群馬県介護支援専門員協会　事務局：群馬県社会福祉総合センター内　〒371-8525前橋市新前橋町13-12　
TEL 027-255-6226　FAX 027-255-6173　E-mail: cmg-gunma@dan.wind.ne.jp　http://www7.wind.ne.jp/caremane_gunma/index.htm

介護支援専門員日本協会研修報告　「災害支援とケアマネジャー」
内田居宅介護支援事業所　岡 島　真 実
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①災害を想定してのアセスメント
例：●避難所生活、停電時などに予想される問題（内服・人工呼吸器・認知症など）
　　●住居・周辺環境（家具の転倒・家屋が古い・非常持ち出し品の有無・非難ルートの危険箇所など
　　●非難する場所の確認（避難地・避難所・福祉避難所など）
　　●災害時要援護者登録の有無（詳しくは市町村にご確認を）

②支援ネットワークの構築
例：●災害時利用者一覧票の作成（もしもの時にどの順番でどの事業所が安否確認などを行うか）
　　●普段の業務にて顔に見える関係の構築を心がける
　　●職員間の連絡方法の取り決め

③普段力を養う
　　●ケアマネジャーの役割としての立ち位置、アセスメント力、ネットワーク
　　●災害支援の研修への参加（非常時を想定しての訓練を行うことで、非常時にも普段の力が

　　　　少しでも発揮できる）

もしもの時に備えて
もしも皆さんが被災された場合、どのようにするか普段から考えていますか？
わたしは恥ずかしい話、災害の少ない群馬県だからとあまり気にしたことはありませんでした。
その結果、H26.2.14の大雪の際に非常に苦労させられました。備えあれば憂いなし。「普段できて
いることは非常時でもできる。普段できていないことは非常時にはもっとできない」このことを念頭
に少しお話ししたいと思います。

普段の業務にて普通に行っているアセスメントやケアプラン作成の際に、こういった視点を踏まえ
て普段の資料として作成し、停電も見越して紙媒体で印刷しておけば安心です。皆さんもできること
から始めてみませんか？

http://kaigoshien.sub.jp/28bcp.html
静岡県協会が作成した災害時対応の様式集が充実していますのでご紹介します
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１．小規模多機能型居宅介護研修会in大阪の開催について
３月18日に小規模多機能型居宅介護研修会 in 大阪へ、研修運営も含め参加してまいりました。

参加者は比較的西日本の方が多い印象でしたが、大阪府に限らず沖縄や鹿児島、岡山、高知県な
どから参加されていました。

午前中は日本介護支援専門員協会が行った小規模多機能型居宅介護におけるケアマネジメント
のアンケート報告や、先進的な実践事例の報告となりました。午後はグループワークを行い、他

の都道府県の小規模多機能におけるケアマネジ
メントのあり方や法令等に関する課題について、
実際に小規模多機能居宅介護で勤務する現場の
視点からさまざまな意見交換を行いました。また、
グループワーク後は、小規模多機能居宅介護の
視点から制度改正等の今後の動きについて日本
介護支援専門員協会の堀部常任理事より情報提
供があり、最新情報などについても触れること
ができました。

２．日本介護支援専門員協会の選挙について
平成29年度は会長候補者理事選挙、全国選出理事選挙、代議員選挙が行われます。これらの選

挙は、右記の資料により各都道府県の会員数で、代議員数が確定され、総会での代議員の投票に
より、会長、全国選出理事を選ぶ仕組みとなっています。群馬県は昨年度の日本介護支援専門員
協会会員数は127名（※ 平成29年１月31日付の会員数）
であったため、今回の定数は１名の代議員となっています。
他の都道府県では2000人、3000人という多くの人が
会員となっている状況も見られます。

群馬県からも介護支援専門員の声を全国や中央に届ける
ためにも多くの皆さんの入会が必要です。年会費が必要と
なり皆さんの負担となってしまうこともあり、入会してか
らのメリットを感じられないこともあるかもしれませんが、

「介護支援専門員の声を全国や中央に届けるための活動費」
と理解して頂き、是非、今年度入会して頂けたらと思うと
ころです。全国大会などもあり、全国の皆さんと意見交換
できる場面もあります。是非、入会して頂き職能団体とし
て全国の皆さんと共に学び、意見交換を行いましょう。

日本介護支援専門員協会での活動報告

日本介護支援専門員協会　群馬県支部代議員　須 田　和 也
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ケアマネジメント群馬フォーラム ⅩⅣ
in 北中毛
開催のご案内

ケアマネジメント群馬フォーラムⅩⅣ　in　北中毛
大会長　髙玉　真光

今年はケアマネジメント群馬フォーラムⅩⅣ　in　北中毛を前橋市の群馬県社会福祉

総合センターで開催することになり、期日は11月12日（日）となりました。実行委員

の方々が熱心に相談して、テーマは「ケアマネジメントで切り拓く地域共生社会」と決

まりました。

今でこそ医療保険と共に介護保険が超高齢社会に生きる人々を支えています。医療保

険に比べ、平成12年にスタートした介護保険はやっと17年目を迎え、その間に多くの

改定がなされましたが、多くの高齢者が利用して障害が重くても共に社会を楽しく生き

ることができるようになったのは、介護支援専門員の方々の努力によるものと感謝して

いる次第です。

高齢の方が病に倒れ入院されたときに介護認定を受けている方であれば、必ず介護支

援専門員が病院にお見えになり、在宅での病状とケアプランの説明があり、さらに病状

が改善した場合の退院後のケアプランについてもご本人・ご家族や病院ナースと相談し

て頂けるのは非常に大切なことと思っております。

また、介護保険を持った高齢者が医療を受けるときには、介護支援専門員の方が付き

添って来院され、これからのケアと医療についての相談をしておられます。これはまさ

に医療と介護の共生であり、地域社会における多職種連携のスタートとなっています。

今回は地域におけるケアマネジメントを背負っている介護支援専門員の方々に、その

体験や今後の方策についての事例を発表して頂きたいと思います。平成30年度の医療

と介護の改定を前にして、皆様の声と希望を行政に届けたいと思います。当日は、厚労

省の担当官等（予定）を特別講演にお招きして、これからのケアマネジメントに役立つフォー

ラムにしたいと思います。皆様の声を是非フォーラムでお聞かせください。ご参加をお

待ちしております。
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理事会報告

会長　大澤　誠
　フォーラムXⅣに向けての実行委員会報告では、久しぶりに事例発表が行われる予定。平成

28年度定時総会は6月17日開催されるが、今回は役員選挙の年に当たる（日本協会も6月25

日役員選挙開催予定）。総会後の特別講演には「僕が前を向いて歩く理由」の著者で、前頭側

頭型認知症の中村成信さんをお招きして、当事者の思いについてお話していただく。平成28

年度共同募金はホームページのリニューアルという名目で通った。平成28年度北関東ブロッ

ク会議が開催された（日本協会会員数は、群馬県128人、茨城県700 ～ 800人、栃木県60

人位）。「法定研修向上委員会※」設立に向けて、群馬県介護高齢課、群馬県社会福祉協議会と

準備が進められている。

「法定研修向上委員会」設立に向けての経緯（概略）
　平成28年11月７日付で、地域包括支援センターと特定事業所加算を算定している居宅介護

支援事業所宛に、法定研修に係る講師・ファシリテーター等の協力要請が、県社協よりあった。

また、同年12月27日に専門研修の反省会があったが、これらを契機として、社協長及び介護

高齢課長宛の「介護支援専門員専門研修の専門研修運営・実施について」提案。その結果、社

協長より、介護高齢課・県社協・ケアマネ協会三者の話し合いの要請があり、平成29年３月

１日に、三者での話し合いの結果、「研修向上委員会」を設置することに至った。

　同年3月22日、県庁において、第１回準備会開催：介護高齢課、県社協とケアマネ協会で「研

修向上委員会」設立に向けての話し合いを行った。その場で、県から群馬県介護支援専門員研

修向上委員会設置要綱（案）が提示され、若干の修正を経て、その委員構成に関しては、一：

群馬県介護高齢課職員１人、二：指定研修実施機関職員１人、三：群馬県介護支援専門員協会

1人、四：関係機関・団体（県内保険者（市）、県内保険者（町村）、群馬県地域包括・在宅介

護支援センター協議会、群馬県老人福祉施設協議会、群馬県老人保健施設協会、群馬県地域密

着型連絡協議会）から６人、五:学識経験者又は法定研修の講師等で指定研修実施機関の長が適

当と認める者２人となった。また、専門研修課程の研修について、二つの案が提示されたが、

それを踏まえ、次回４月12日の第２回準備会開催時までに、ケアマネ協会としての対案を提

示することとなった。

　今後の経過・結果については平成29年度の総会頃には具体的内容を会員の皆様にご報告出

来ると考えている。

　これからも群馬県介護支援専門員協会として介護支援専門員に係わる研修について会員に有

益で質の向上が図れるよう各方面と折衝していく所存である。

理 事 会
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３月９日（木）19 時から前橋市総合福祉会館にて、講師に前橋市地域包括支援センター中央の中
島係長、齋藤副主幹をお招きし、「新しい総合事業に伴う介護予防ケアマネジメント」について 40
名の参加で研修会を開催しました。

前橋市で４月より実施される新しい総合事業について、多くのケアマネジャーに関係する原則的な
介護予防ケアマネジメントの「ケアマネジメントＡ」の流れを中心に説明をしていただきました。訪
問型、通所型、配食などのサービスを組み合わせると 24 通り以上ものパターンができ、１つ１つ具
体的な事例を交えながら丁寧に説明をしていただきました。参加者の中には３月 31 日に認定切れの
ケースについて既に手続きを進めているケアマネジャーもいましたが、実際に自分自身のケースが直
面しないと現段階では整理がつかず、実感が湧か
ないとの感想を持つ方もいたようです。

今後は、従来のように要支援認定を受けて介護
保険のサービスの中から適切なサービスを選ぶだ
けでなく、保険内外の様々なサービスの中から利
用者に最も合ったサービスを提案できることが必
要になってきます。そのためには、総合事業の新
たなサービスの内容や料金、運営主体などの積極
的な情報収集と、サービスと利用者のニーズを上
手く繋げられるかが課題であると感じました。

（前橋市社会福祉協議会　　淡路　悟）

3 月 24 日（金）18 時 30 分から　渋川中央公民館にて渋川圏域支部総会を行いました。
出席 26 名委任状 45 名合計 71 名にて総会成立となりました。
議題は、第 1 号議案　平成 29 年度事業計画（案）について、第 2 号議案　平成 29 年度予算（案）

についてでした。説明の内容について全員賛成で承認されました。その後定例会を行いました。
定例会では、在宅医療講演会の演題についての意見交換、渋川医療看護介護連携フォーラム 2017

について、開催日時、内容について現時点で分かっている報告がありました。渋川圏域支部としては、
ブース出展予定です。講演講師は、石飛医師を予定しているということで楽しみです。その後、今年
度圏域内で行われた居宅介護支援事業所による実地指導について、報告会を行いました。実地指導は
3 年ごとに行われますが、今年度は圏域内の多くの事業所に行われたため、皆、興味深く意見交換で
きました。報告会の中で、指導の際、疑問点があったが、内容を改めて確認することができたとの声
も聞かれました。

（在宅介護支援センターしぶかわ　　高橋　敬子）

支 部 情 報
前橋支部

渋川支部
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３月１０日（金）～１１日（土）に吾妻支部恒例の宿泊研修会を行いました。場所は草津温泉「ホテル
ヴィレッジ」、参加者１２名で楽しく学び、交流を深めることができました。

研修会内容としては、吾妻支部会長の田村が講師兼進行を担当し、Ⅰ部は「介護サービスにおける
リスクマネジメント」を学び、Ⅱ部はゲストにエスケイオートサービス代表の篠原健司氏を招き、他産
業（車産業）のリスクマネジメントについて話をしてもらいました。座談会形式をとり参加者から活発
な意見が出て大いに盛り上がった研修会になりました。研修会の終盤には「リフレーミング」も楽しく
学び、明日から自分のフレームを変えよう！と決意した方？もいたようです。

研修会終了後は、温泉につかり、夜の懇親会に突入しました。
ゲストの篠原氏も参加していただき、第２部の研修会といった
雰囲気の中、楽しく交流をすることができました。

この年度末の宿泊研修会は当支部にとって恒例になっていま
すので、今後も継続していきたいと感じました。

（小規模特別養護老人ホームすいせんの里　　田村　広行）

3 月 11 日（土）、東日本大震災から 6 年となるこの日に「災害への理解と支援者としての心構え」
と題した研修会が伊勢崎市文化会館の大会議室にて開催されました。研修会では「新潟県中越地震に
おいてケアマネジャーが果たした役割について」社会福祉法人つばめ福祉会白ふじの里センター長の
井佐様、「東京電力福島原発事故の影響について」弘前大学浪江町復興支援室保健師の大谷様よりご
講演いただきました。

特に印象に残ったのは、中越地震では、利用者把握の為に自ら被災した状況でも徒歩で訪問、ご本
人と対面の安否確認まで１ヶ月を要した。ご本人の情報は家族、地域住民、同業者からの連絡が重要
な役割を果たした。行政から非常時でも新規利用についてはケアマネジメントルールに沿う必要があ
る旨の指導があり大変だった（担当者会議、書類作成等）。

原発事故では、住民不安を和らげる為、支援者が不安と感じている放射線の情報を把握し、伝える
ことが重要。私たちに何ができるかは、支援者自身の理解が不可欠。

今回の研修に参加できて、緊急時の行動を想定し、日常業務を見直す機会となりました。
（社会福祉法人伊勢崎市社会福祉協議会あずま事業所　楠元　宏記）

吾妻支部

伊勢崎支部
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平成 29 年度がスタートしました。今年の桜は平年より開花が遅く、入学式に満開の桜
が見られた所が多かったようです。
今号では、災害支援に関する記事が多くなりました。災害に限らず、不測の事態にも対
応できるよう、スキルアップを図りたいと思います。（Ｍ）

編
後
集
記

コラム

事務局からお知らせ

　みなさん、ストレスの発散方法は何かありますか？
　介護支援専門員の仕事は「記録する書類が多い」、「支援が難しいケースへの負担が大きい」等、介護支援
専門員が抱える精神的ストレスはかなり大きいのではないかと思います。ストレスを発散したくても、残業
が多い、休みが取れないという声も多く、日々ストレスが溜まっているのではないでしょうか。
　平成18年に示された「労働者の心の健康の保持増進のための指針」によると、心の健康づくりを推進す
るためには１人ひとりが「自分の健康は自分で守る」という考え方を理解し、ストレスに対処する知識、技
法を身につけ、日常生活の場でそれを積極的に実施できるようにすることが基本となります。
　対人援助の仕事をするには、まず自分自身の心と体を整えなくては十分な支援はできません。ストレスと
いっても悪いものばかりではなく、適度なストレスは心を引き締めて、仕事等の能率を上げたり、心地よい
興奮や緊張を与えてくれます。しかし、その興奮や緊張が度を越えてしまうと心や体が適応しきれなくなり、
心身にダメージを与えます。
　ストレスと上手につきあうためには、自分自身に過剰なストレスがかかっていることに早く気づくこと、
そして自分自身に合ったストレス対処方法を見つけて実践することがとても大切になります。仕事を１人で
背負い込まず、サービス担当者会議等で役割を分担し、休みの日は自分の余暇をしっかりと楽しみましょう。 

(基礎資格　精神保健福祉士・社会福祉士　ＫＮ)

一社）群馬県介護支援専門員協会事務局(群馬県社会福祉協議会　地域福祉課内)

	 TEL ０２７－２５５－６２２６
	 FAX ０２７－２５５－６１７３
	 事務担当　新井

　平成29年度会費のお振込がお済みでない方は、お手数ですが下記口座にお振り込みをお願いいた
します。当協会は会員の皆様の会費で運営しております。
　より良い会を目指して役員・支部長・委員等頑張っております。是非ご協力の程をよろしくお願
いいたします。

会費振込先　
取扱銀行　　ゆうちょ銀行
口座番号　　００５４０－０－６３３９９
口 座 名　　一般社団法人群馬県介護支援専門員協会
　　　　　　*** 他金融機関からの振込用口座番号 ***
　　　　　　〇五九(ｾﾞﾛｺﾞｷｭｳ)店（０５９）　当座　００６３３９９
金　 　額　　　
1　一般社団法人群馬県介護支援専門員協会会費　4,000円
2　日本介護支援専門員協会＆群馬県介護支援専門員協会会費　9,000円
3　賛助会員　１口5,000円を２口以上でお願いいたします。
　　　　　　　　＊いずれも継続会員様の年会費金額です。
　　　　　　　　　新規入会をご希望の方は本会事務局にお問い合せください。

介護支援専門員の心の健康について

会費納入について
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